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に拠点を置く株式会社大地のMEGUMIでは、有機農業ならではの苦労

や、有機野菜がなぜ環境に優しいのかといったことを理解してもらい、地元の農産物の魅力を
伝えるための様々な取組を行っています。例えば、圃

ほ
場
じょう
において実際に栽培を体験してもらっ

たり、地元の小中学校に給食用食材として有機栽培の野菜を無償提供したりしています。
具体的には、町内の小学校６年生の「総合的な学習の時間」において、有機圃場における

「かぼちゃ栽培体験」授業を実施しています。授業では、種まきから収穫までの実習を圃場で
行うほか、収穫したかぼちゃを道の駅で子供たち自らが販売することで、栽培から消費までの
一連の流れを経験します。こうした活動の中で、無消毒の種の播

は
種
しゅ
、除草剤に頼らない手によ

る草取り、マルチビニールの回収など、子供たちは人にも環境にもやさしい有機農業を実践し
ながら、農作物を育てることについて学んでいます。
授業をきっかけに、子供たちの親を含む地域の農家においても環境に優しい農業が広まって

きているほか、授業に携わった農家自身も食育について考えるようになりました。また、専門
家を招いて、小学生以外に対しても料理教室や特別授業を行い、地元の農産物の良さを広めて
います。
昨今、化学肥料をはじめとする農業生産資材の価格は高騰しており、その大部分は輸入に

頼っている状況です。有機農業の拡大は、食料安全保障の観点からも、農業の持続可能性を高
める上で重要な手法であり、今後も有機農業を通じて、農業従事者を含め子供たちに関わる全
ての人が、農業とともに成長していけるような活動を継続していきたいと考えています。

有機農業体験の様子

有機農業についての特別授業

有機農業の現場から地域に広がる食育～栽培体験や学校給食への食
材提供、料理教室や出前授業を通じて～
（第７回食育活動表彰　消費・安全局長賞受賞）
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